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お わ り に
マルクスは，剰余価値の利潤への転化，価値の生産価格への転化に取り組み，『資本論』第
３巻第２篇に，事実上労働量による規定として，商品の価値と生産価格価値との関係につい
ての，すぐれた成果を残した。それは，各部門の商品の価値の，費用価格部分を価値のまま
としての，剰余価値部分の，社会的総計をとり，各部門の投下資本価値に比例して配分する
ものであり，それにより平均利潤率が規定され，商品の生産価格価値が費用価格部分の価値
への平均利潤部分の生産価格価値への追加により規定された。価値の生産価格への転化を主
導するものは剰余価値の利潤への転化であり，その平均利潤率，生産価格価値の規定は，本
質としての規定の意味を持つものであった。ただ，商品の費用価格部分が価値のままでは，
本来の規定の意味を持ち得ない。ツガン・バラノウスキーが，商品の費用価格部分の価値の
生産価格への転化に取り組み，三部門分析の方法を取り入れ，労働量による規定と貨幣量に
よる規定とを関係づけて，商品の価値と生産価格価値との関係についての，すぐれた成果を
残した。ボルトケヴィッチは，三部門分析の方法を取り入れ，ただ貨幣量による規定のみの
変更を加えて，そのツガンを継承した。ツガンは，限定された数値例のみであったが，ボル
トケヴィッチは，文字式により，商品の価値と生産価格価値との関係を，一般化して提示し，
また多数の数値例を提示して，ツガンからの発展を示すものであった。一般利潤率の規定に，
第?部門の資本の価値構成が関係しないことは，ここで明示されることになる。ただ貨幣量
による規定のみにとどめたことは，ツガンからの後退といわざるを得ない。もっともボルト
ケヴィッチは，改めて労働量による規定と貨幣量による規定との関係づけに取り組むが，三
部門分析の放棄や不変資本の可変資本化と並行して，自らの成果を自ら否定するに等しい状
況で，その取り組みに対応する成果を挙げ得てはいない。
見田氏は，このボルトケヴィッチの，商品の価値と生産価格価値との関係についての理論
を，多方面にわたって検討する。ただ見田氏は，『資本論』第３巻第２篇のマルクスの商品の
価値と生産価格価値との関係についての理論のみに依存した。平均利潤率，商品の生産価格
価値の規定が，商品の費用価格部分の価値のままである限り，本質としての規定にとどまり，
本来の規定とは成り得ない。氏のボルトケヴィッチに対する批判は，本質としての規定で批
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判できる範囲では有効な批判となったが，本来の規定で批判しなければならない範囲では有
効な批判とはなり得なかった。たとえば，氏は各部門の商品の使用価値の部門間の相違を問
うべきではなく，各部門の資本の価値構成の部門間の相違を問うべきであるとする。本質と
しての平均利潤率，商品の生産価格価値の規定ではそれで足りるが，本来の一般利潤率，商
品の生産価格価値の規定ではそれでは足りない。各部門の商品の使用価値の部門間の相違は，
価値とともに問われなければならず，また各部門の資本の価値構成の部門間の相違も問われ
なければならない。前者の発展においてこそ後者も発展するが，氏は，それを対立的にとら
えてしまっているのである。氏は，再生産表式の使用の批判者であり，この問題では再生産
表式の使用は不可欠となるが，その重要性を意味づけることができなかった。それが，一般
利潤率の規定に第?部門の資本の価値構成が関係しないとする理論の批判にまで至るのであ
る。見田氏は，マルクスは商品の費用価格部分が生産価格価値となっても総計一致の二命題
が成立するとし，それをマルクスが論証しているとする。マルクスの利潤の二重計算の回避
の論証をその二命題の成立の論証とする。それは区別すべきものであり，マルクスのその回
避の論証を再生産表式の使用による論証に発展させるべきであったが，それは行われずに終
わっている。見田氏はすぐれた理論家であり，ボルトケヴィッチの商品の価値や不変資本価
値の分解に対する批判の叙述は，まさに光彩を放っている。ただここで中心となる商品の価
値と生産価格価値との関係では，マルクスの理論に依存するだけで，マルクスの理論をどの
ように発展させなければならないかの視点を欠落している。ボルトケヴィッチの理論には，
マルクスの理論の発展のための材料がいくつもあるが，その材料をどのように取りいれるか
という視点が欠落している。マルクスの理論は，完成された理論としてあるのではなく，発
展させるに値する理論としてあり，発展させるべき理論としてある，その視点がのぞまれる
ということである。
要約に代えて
当論文は，見田石介氏の，ボルトケヴィッチの商品の価値と生産価格との関係についての
理論に対する批判を，４章に分けて検討する。?章は，「価値と生産価格」という題で，この
分野の基本理論を検討する。?章は，「総計一致の二命題」という題で，社会的総計としての
商品の価値と生産価格，社会的総計としての商品の剰余価値部分と利潤部分とが，それぞれ
一致するかどうかを，労働量による規定と貨幣量による規定との両規定との関係を検討する。
?章は，「資本の価値構成と生産価格」という題で，資本の価値構成と商品の価値と生産価格
とが，どのような関係にあるかを，さきの両規定と関係づけて検討する。?章では，「可変資
本の回転期間と生産価格」という題で，可変資本の回転期間と商品の価値と生産価格とが，
どのような関係にあるかを，さきの両規定と関係づけて検討する。見田氏は，『資本論』の解
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釈に優れているが，生産価格の理論ではマルクスの理論水準にとどまっていて，マルクスの
理論を発展させるに至っていない。ボルトケヴィッチは，『資本論』の解釈に弱いが，生産価
格の理論で，部分的にはマルクスの理論水準を高めていて，部分的にマルクスの理論を発展
させるに至っている。マルクスは，当時の理論水準の制約で再生産表式を使用せずに生産価
格論を構成したが，ボルトケヴィッチは，再生産表式を使用して生産価格論を構成していて，
見田氏はマルクスにしたがって再生産表式を使用していないが，見田氏も積極的に再生産表
式を使用するようになれば，生産価格論でボルトケヴィッチをこえた発展ができるようにな
るのではないかということである。これは要約とはいえないが，論文の各章の最終段落が各
章の結論になっていて，最後にかんたんなまとめもあるので，そちらでその代わりにしてい
ただきたいということで，ご了承をいただきたい。
(ひらいし おさむ 経済学)
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